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まず、この度１日に発生した石川県能登地方の地震でお亡くなりになられた方

のご冥福をお祈り申し上げますとともに、多くの被災された方の一日も早い復

興、一日も早く元の生活へ戻れる事をご祈念申し上げます。 

 皆さまあけましておめでとうございます。 

 令和６年の幸多き新春を家族皆様と迎えられたこととお慶び申し上げます。 

 昨年５月に新型コロナ感染症が５類に移行し国内はもとより、この北下浦地

域にも大きな影響をもたらしてまもなく４年がたち、ここ北下浦地域活動にも

大きく影響をもたらしました。各町内会・自治会と諸団体等での年間行事を予

定しておりましたが、コロナ感染症対策によりやむなく中止をせざるを得ない

状況となり、地域の交流が閉ざされるなど、地域で携わっている役員の方々は

苦渋の選択をせざるを得ない状況に追い込まれました。これからも、このよう

な感染症は形を変えてやってくることと思われます。又、様々な災害が来ても

今までに培ってきた取り組みを生かして乗り越え、私達がこの地域社会に、人

と人の強い連帯のネットワークをつくりあげなければならない為にとの思いか

ら日々微力ながら努力をしてまいります。又、北下浦地域運営協議会運営にたずさわっておられる皆

様にはこの場をお借りしましてお礼申し上げます。  

 結びに、皆様のご健康とご多幸ををご祈念申し上げ新年のご挨拶とさせて頂きます。 
 

北下浦地域運営協議会 
代表理事      
安部 久夫 

北下浦行政センター
館長 櫻井 信一 

 令和６年１月６日(土)、ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ自治会集会所で、

北下浦地域運営協議会主催による新年賀詞交歓会が開

催され、４年ぶりに杯を交わすことが出来ました。行

政センターの集会室が改修工事のため、人数を制限せ

ざるを得ませんでしたが、ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ自治会のご厚意に

より年初めの集いを皆様とお祝いできましたことは、

北下浦地域の絆が深まったのではないでしょうか。 

 新年あけましておめでとうございます。昨年、新型コロナウイルスは5類

に引き下げられ、様々な活動は徐々にですが、再開されました。 

今後は感染症等には十分に注意しながら、地域振興を推進していくことが

重要な課題だと思います。 

 このような課題に、私たちは前を向き、未来に向けて希望とエネルギー

を込めて、団結して取り組みます。地域の魅力を再確認し、広く発信して

いくことを目指します。特に地域の皆様方との協力と連携は不可欠ですの

で、お互いに助け合い、支え合いながら、北下浦地域の魅力を広く伝え、

地域を活気づけていきましょう。どうぞよろしくお願いいたします。  
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   北下浦地域運営協議会 会議開催予定  

   <理事会>            <常任委員会> 

  ２月20日 (火) 16：00   ２月20日（火）18：30 

  ３月19日 (火) 16：00    ３月19日（火）18：30 

  会議は傍聴可  

  問合せは  北下浦行政センター☎８４８－０４１１   

  
 

 昇る朝日と競うように激しい音を立てて見守る人達の

色々な思いを天まで届けとばかり勇壮な炎を高くあげて

今年もおんべ焼きが野比東、中村町内で行われました。

残り火でお餅を焼いて美味しそうに食べていました。 

その他、１月14日(日)にも長岡町内会と熊野神社氏子会

がおんべ焼きを行いました。 

 

３月17日(日)  北下浦ふるさとマラソン 

３月24日(日)  桜ロードウォーク 

   （ＹＲＰ野比駅９:３０受付開始） 

   ※皆さまのご参加をお待ちしています。 

   ※当日の実施の有無は、横須賀市コールセンター 

    ０４６-822-４０00まで。（午前8時以降） 

行 

事 

予 

定 

 去る11月10日～14日の5日間、津久井浜海岸において開催されました。 

 5回目の開催となった今回も、33カ国からトップ選手約80名の参加と風にも恵まれ、更に

は一年間世界中を転戦するワールドツアーの最終戦として、年間ワールドチャンピオンの

決定戦としても、熱戦が繰り広げられました。 

一方、より多くの皆様にお楽しみいただけるよう競技の観戦以外にも、音楽のライブ、

キッチンカーや地元マルシェ、ＳＤＧsへの取り組み、また初日の夜には「三浦海岸ウイン

ター花火フェス」等々で大会が盛り上がりました。 

 当初から懸念されている、海上で行われて迫力や臨場感の切迫性を共有しにくいという 

競技の性格や、大会への関心度・競技の理解を広げるための方策として、ドローンや大画 

面によるライブやダイジェスト映像など最新の映像技術を駆使した結果、現地への来場者 

3万2千人、動画視聴数9万6千人の計128,000人の観覧数となりました。 

 

 


